
楽農美人 施用事例のご紹介

キクの半身萎凋病に効果アリ!?
◆土作りの基本的な使用方法とは異なる使い方を教えていただきました◆
基本的な使用方法
・定植前の圃場に、
8ℓ/反（300坪）の楽農美人原液を希釈して散布
圃場全体に行き渡る液量に希釈して、
頭上潅水、潅水チューブ、動噴などで散布を行う。

今回行った使用方法
・定植後の圃場に、4ℓ/反（300坪）の楽農美人原液を希釈して、
間隔をあけて2回散布 例）定植後に2回潅水、定植後に1回潅水+頭上潅水1回 など
定植後の潅水に、楽農美人を混用。希釈は４t/反 以上の水で行う。（1000倍希釈以上）
植物がある状態で8ℓ/反 を使用すると、濃度が濃くなり
作物へ過度なストレスが掛かるので注意。
◆メリット
・定植前に土壌が濡れないので、作業がやりやすい!
・潅水と一緒に施用できれば手間が減ってラク!

※様々な微生物の静菌作用による効果

※この記事は事例紹介であり、効果を保証するものではございません。


